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国
の
重
要
文
化
財
建
造
物
指
定
へ
答
申

　

国
の
文
化
審
議
会
は
４
月
20
日
、
国
見
町
神
代
の
旧
鍋
島
家
住

宅
（
通
称
「
鍋
島
邸
」）
を
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指

定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。

　

全
国
で
計
11
件
の
建
造
物
が
答
申
さ
れ
、
県
内
で
は
鍋
島
邸
の

み
。
正
式
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
島
原
半
島
で
は
初
と
な
る
。
ま
た
、

県
内
で
は
国
宝
３
件
、
重
要
文
化
財
25
件
と
合
わ
せ
て
29
件
目
の

国
指
定
重
要
文
化
財
建
造
物
と
な
る
。

　

鍋
島
邸
が
、
雲
仙
島
原
地
方
に
残
る
代
表
的
な
近
代
和
風
建
築

で
あ
り
、
歴
史
的
街
並
み
の
中
心
的
建
物
と
し
て
高
い
歴
史
的
価

値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

こ
う
じ
ろ
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土蔵（どぞう）

土蔵造り
2階建
瓦葺
建築面積40㎡
建築：明治時代

御座敷（おざしき）

木造
平屋建
瓦葺
建築面積141.76㎡
建築：明治時代

主屋（おもや）

木造
2階建
瓦葺
建築面積387.52㎡
建築：昭和5年

隠居棟（いんきょとう）

木造
2階建
茅葺
建築面積50.39㎡
建築：江戸時代

長屋門（ながやもん）

木造
2階建
瓦葺
建築面積115.14㎡
建築：江戸時代

代
表
的
な
近
代
和
風
住
宅
建
築
、

武
家
屋
敷
群
の
中
核
施
設
と
し
て
の
価
値

　

　

鍋
島
邸
が
建
つ
神
代
小
路
地
区

は
、
天
正
12
年
の
沖
田
畷
の
戦
い
、

天
正
15
年
の
豊
臣
秀
吉
の
九
州
国

割
り
を
経
て
、
佐
賀
領
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

慶
長
13
年
、
神
代
西
村
・
東
村

を
含
む
4
村
が
神
代
鍋
島
家
の
所

領
と
な
り
、
明
治
の
版
籍
奉
還
ま

で
続
く
神
代
領
が
成
立
し
た
。

　

神
代
城
址
の
西
側
を
流
れ
る
み

の
つ
る
川
の
流
路
を
変
え
て
外
堀

と
し
、
そ
の
内
側
の
低
湿
地
を
埋

め
立
て
、
現
在
の
武
家
屋
敷
群
が

残
る
小
路
地
区
が
造
成
さ
れ
た
。

　

現
在
の
小
路
地
区
に
は
、
江
戸

期
の
区
割
り
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残

り
、
近
代
和
風
建
築
、
石
垣
、
生
垣
、

自
然
林
、
み
の
つ
る
川
の
水
辺
空

間
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
美
し
い
景

観
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　

鍋
島
邸
は
、
こ
の
神
代
小
路
地

区
の
北
西
端
に
あ
る
、
も
と
神
代

鍋
島
家
の
住
宅
建
築
で
あ
る
。

　

主
屋
は
、
中
庭
を
囲
ん
で
建
つ

玄
関
部
、
客
間
部
、
居
間
部
、
家

政
部
で
構
成
さ
れ
る
。
周
囲
に
は
、

御
座
敷
、
隠
居
棟
、
土
蔵
、
長
屋

門
が
建
ち
、
屋
敷
構
え
を
形
成
す

る
。各
建
物
は
、和
室
を
基
本
と
し
、

要
所
に
座
敷
飾
り
を
備
え
、
天
井

や
板
欄
間
な
ど
、
各
部
の
造
作
も

丁
寧
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

鍋
島
邸
は
、
中
庭
の
泉
水
池
を

囲
う
棟
構
成
と
、
接
客
お
よ
び
家

政
空
間
を
重
視
し
た
平
面
構
成
に

特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
雲
仙
島
原

地
方
に
お
け
る
代
表
的
な
近
代
和

風
住
宅
建
築
で
あ
る
と
と
も
に
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
た
神
代
小
路
の
特
色

で
あ
る
武
家
屋
敷
の
構
え
を
残
し
、

保
存
地
区
の
中
核
施
設
と
し
て
、

高
い
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
じ
ろ

お
き 

た
な
わ
て く

う
じ

2月ごろには緋寒桜が満開になります

庭園高台から臨む鍋島邸

10m
20m

・

・
・
・
・
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「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」に
磨
き
を
か
け
た
い

　

き
っ
か
け
は
、
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
た
時
の
運

転
手
の
一
言
。「
こ
こ
は
、
武
家
屋
敷
で
す
か
、
良

か
所
で
す
ね
〜
」
平
成
12
年
、
有
志
7
名
か
ら
始
め
、

ま
ず
、
地
元
を
見
つ
め
直
し
た
。

　

し
か
し
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
昔
か
ら
の
「
お

屋
敷
」
と
ひ
な
び
た
「
ま
ち
筋
」
だ
け
だ
っ
た
。

　

地
道
な
活
動
を
続
け
て
、「
鍋
島
さ
ん
が
脈
々
と

続
く
18
代
、4
0
0
年
。
こ
の
小
路（
く
う
じ
）が

出
来
て
3
0
0
年
。
何
百
年
も
続
い
た
文
化
を
引

き
継
ぐ
こ
と
へ
の
想
い
と
誇
り
が
目
覚
め
て
き
た
。

今
で
は
、先
祖
か
ら
の
大
事
な
も
の
を『
ま
ち
残
し
』

と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
特
に
、
立
派
な
こ
と

を
や
っ
て
き
た
と
は
考
え
て
は
い
な
い
」。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
に
は
、
国
の
「
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」（
重
伝
建
）
の
選
定
を
受

け
た
。
会
長
の
言
葉
に
は
表
れ
な
い
苦
労
が
、
笑

顔
に
変
わ
っ
て
こ
ぼ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

「
鍋
島
さ
ん
あ
っ
て
の
重
伝
建
、
重
伝
建
の
中
に

あ
っ
て
の
鍋
島
さ
ん
。
互
い
に
価
値
あ
る
文
化
財

が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
、全
国
で
も
珍
し
い
ケ
ー

ス
。
こ
の
時
に
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
確
信
し
ま
し

た
よ
」。

　

今
後
の
活
動
を
尋
ね
る
と
「
し
く
じ
ら
れ
な
い
、

と
言
う
思
い
で
一
杯
。
い
い
加
減
な
認
識
じ
ゃ
で

き
ん
。
絶
対
守
っ
て
い
か
ん
ば
、
守
ら
ん
ば
ね
」

と
重
伝
建
選
定
に
次
ぐ
重
要
文
化
財
（
重
文
）
指

定
へ
向
け
、
喜
び
と
責
任
の
重
大
さ
を
語
る
言
葉

が
熱
か
っ
た
。

　

建
造
物
や
絵
画
、
工
芸
品
、
彫
刻
、
古

文
書
、
歴
史
資
料
な
ど
の
有
形
の
文
化
的

所
産
で
、
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
、
芸

術
上
、
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
総
称

し
て
有
形
文
化
財
と
呼
び
ま
す
。
有
形
文

化
財
は
、
建
造
物
と
建
造
物
以
外
の
も
の

を
総
称
し
た
美
術
工
芸
品
に
分
か
れ
ま
す
。

　

有
形
文
化
財
の
う
ち
、
文
化
史
的
、
学

術
的
に
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
き
国（
文
部
科
学
大
臣
）

が
指
定
し
た
も
の
が
、
重
要
文
化
財
と
な

り
ま
す
。

　

法
的
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
よ
っ
て

指
定
の
事
実
が
官
報
に
告
示
さ
れ
た
日
か

ら
、
重
要
文
化
財
の
指
定
の
効
力
が
発
せ

ら
れ
ま
す
。
今
回
の
答
申
を
受
け
た
重
要

文
化
財
が
官
報
に
告
示
さ
れ
る
の
は
、
夏

ご
ろ
に
な
る
予
定
で
す
。

　

現
在
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建

造
物
の
件
数
は
、
全
国
で
2
3
0
6
件
、

長
崎
県
内
で
は
28
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
一
番
件
数
が
多
い
の
は
京
都

府
の
2
8
7
件
で
、
一
番
少
な
い
の
は
宮

崎
県
の
8
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
平
成
19
年
5
月
1
日
現
在
）

重
文
と
重
伝
建
で
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り

　

よ
く
こ
れ
ま
で
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。
鍋
島
家
の
方
々
や
、
関

係
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

縁
あ
っ
て
、
小
路
地
区
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
本
当
に
静
か
で
心
が
休
ま
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
の
季
節
は
、
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
の
小
鳥
の
声
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

自
治
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
保
存
会
に
も

入
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
保

存
活
動
や
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
が
多
い
時
期
に
は
、
観
光
案
内
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。そ
ん
な
と
き
に
は
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
応
対
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
重
伝
建
選
定
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
特
殊
な
地
域
性
か
ら

か
、
こ
の
地
区
は
特
に
高
齢
化
や
過
疎
化
の

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
答
申
や

重
文
指
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
定
住
促
進

な
ど
自
治
会
と
し
て
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
自
治
会
長
と
し
て
は
1
年
目
で
す

が
、
重
文
や
重
伝
建
と
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、

活
力
の
あ
る
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW

国重要文化財指定について思うこと
インタビュー

谷　守隆さん（73）
神代小路まちなみ保存会　会長

村木　學さん（65）
小路自治会　自治会長

「
重
要
文
化
財
」

　

           

っ
て
何
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鍋島邸中庭のようす
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情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ

整
備
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
の
雲
仙
市
の
情
報
通
信
網

は
、
合
併
前
の
旧
町
で
整
備
し
た
通
信

基
盤
を
民
間
の
通
信
線
を
借
り
上
げ
て

接
続
し
て
運
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
借
り
上
げ
て
い
る
通
信
線

は
速
度
が
遅
く
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
送

る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
合
併
前
に
整
備
し
た
通
信

基
盤
を
統
合
し
、
地
域
間
で
生
じ
て
い

た
通
信
格
差
を
是
正
し
、
行
政
情
報
を

始
め
と
し
た
各
種
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に

市
民
の
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
「
雲
仙
市
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
整
備
事

業
」
を
行
い
ま
し
た
。
情
報
ハ
イ
ウ
エ

イ
は
そ
の
名
の
通
り
、
情
報
が
行
き
交

う
た
め
の
高
速
道
路
で
す
。
こ
の
ハ
イ

ウ
エ
イ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
の
公
共
施
設
を
中
心
に
、
光
フ
ァ

イ
バ
で
結
ば
れ
た
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
完
成
し
、
様
々
な
情
報
を
ス
ム
ー

ズ
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
の

概
要

　

雲
仙
市
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
統
括
す

る
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
セ
ン

タ
ー
」
を
愛
野
総
合
支
所
別
館
に
設
置

し
、
市
役
所
本
庁
や
各
総
合
支
所
に
基

地
局
を
設
置
し
専
用
の
光
フ
ァ
ィ
バ
で

結
ん
で
い
ま
す
。

　

各
基
地
局
は
、
そ
の
地
域
内
に
あ
る

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
を
光
フ
ァ
イ
バ

で
結
ん
で
い
ま
す
。
合
併
前
に
光
フ
ァ

イ
バ
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
地
域
は
、

そ
れ
ら
の
設
備
を
有
効
活
用
し
、
市
全

体
と
し
て
統
合
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
経
路
に
は
、

国
土
交
通
省
の
地
下
埋
設
管
路
や
島
原

鉄
道
の
鋼
管
柱
を
使
用
し
た
り
、
長
崎

県
の
光
フ
ァ
イ
バ
を
借
り
上
げ
た
り
し

て
、
通
信
障
害
に
強
く
運
用
面
で
も
効

率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

電
光
表
示
板
を

市
内
57
か
所
に
設
置

　

情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
特
徴
の
一
つ
に

「
電
光
表
示
板
」
が
あ
り
ま
す
。
す
で

に
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

に
な
っ
た
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
総
合
支
所
や
公
民
館
、
農
協
、
駅

な
ど
の
施
設
に
設
置
し
て
い
る
情
報
提

供
装
置
で
す
。

　

こ
れ
ま
で

も
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
公
共
施

設
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
し
た

が
、
パ
ソ
コ
ン

を
操
作
で
き
な

い
人
な
ど
、
よ

り
多
く
の
情
報

を
確
認
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
設

置
し
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
整
備
の
他
に

も
、
市
内
外
の
皆
様
へ
情
報
を
提
供
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
ま
し

た
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
主
な
シ
ス
テ
ム
の

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
情
報
通
信
の
高
速
化
が

図
ら
れ
、
急
速
に
高
度
情
報
化
社
会
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
が
有
す
る
行
政
情
報
を
始
め
と
す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
も
、
高
度
化
を
図
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
高
速
情
報
通
信
網
で
あ
る
「
雲
仙
市
情
報
ハ
イ
ウ
エ

イ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
整
備
し
た
「
雲
仙
市
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

高
度
情
報
化
社
会
に
適
応
し
た

地
域
公
共
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ

雲 仙 市

↑雲仙市情報ハイウエイの基幹線となる「光ファイバ」
です。光信号での通信を行い、大容量データの送信
が可能です。

↑電光表示板です。市からのお知らせなど、
身近な情報をお知らせします。

情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
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地
域
情
報
配
信
シ
ス

テ
ム
「
ほ
っ
と
＠
う

ん
ぜ
ん
」

　

市
内
の
57
か
所
に
設
置
し
た
電
光
表

示
板
や
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
市
の

情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

市
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
情

報
は
、「
防
災
、
防
犯
、
行
政
、
観
光
、

産
業
・
物
産
、
教
育
・
文
化
、
市
民
生

活
、
福
祉
、
保
健
・
衛
生
、
交
通
・
運

輸
」
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
登
録
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

市
の
担
当
者
が
シ
ス
テ
ム
に
情
報
を

入
力
す
る
と
即
時
に
登
録
者
の
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
に
情
報
を
配
信
し
ま
す

の
で
、
緊
急
時
の
連
絡
に
も
活
用
が
出

来
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
方
法
は
左
記
の
通
り
で

す
。
携
帯
電
話
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は

ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

産
業
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
「
う
ん
ぜ
ん
パ

ワ
フ
ル
な
び
」

　

雲
仙
市
の
産
業
情
報
を
、
市
内
外
の

多
く
の
方
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

雲
仙
市
に
は
、
農
業
、
漁

業
、
観
光
業
を
始
め
と
し
た

様
々
な
産
業
が
あ
り
ま
す

が
、
産
業
を
営
む
方
へ
の
情

報
を
提
供
し
た
り
、
雲
仙
市

の
お
店
情
報
な
ど
を
市
内

外
の
人
が
検
索
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

雲
仙
市
の
元
気
な
産
業

情
報
を
多
く
の
人
に
案
内

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

「
う
ん
ぜ
ん
パ
ワ
フ
ル
な

び
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
店
な
ど
を
営
む
方
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続

出
来
る
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
の
人
は
、
一
定
の
規
約
に

同
意
い
た
だ
け
れ
ば
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
で
き
ま
す
。
現
在
会

員
募
集
中
で
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
か

ら
、
市
内
の
各
漁
港
な
ど
に
設
置
し
た

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
も
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

防
災
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
「
う
ん
ぜ
ん
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」

　

災
害
に
備
え
て
知
っ
て
お
き
た
い
情

報
を
表
示
し
た
り
、
消
防
団
員
あ
て
に

電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

　

防
災
に
関
連
す
る
ト
ピ
ッ

ク
ス
や
市
内
の
避
難
所
地
図
、

い
ざ
と
い
と
き
に
備
え
て
対

処
法
や
雲
仙
市
防
災
計
画
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
の
防
災
の
た
め
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
防
災
担
当
課
は
、
高

潮
や
高
波
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
と
き
は
各
漁
港
に
設
置

し
た
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
操
作

し
て
現
地
の
監
視
が
で
き
ま

す
。

継
続
し
た

シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
教
育
を
支
援

し
た
り
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

簡
単
に
作
成
で
き
た
り
す
る
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
「
う
ん
ぜ
ん
フ
レ
ン
ド
ネ
ッ

ト
」
や
、
こ
れ
ま
で
旧
町
の
シ
ス
テ
ム

を
流
用
し
て
使
用
し
て
い
た
「
公
共
施

設
予
約
確
認
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
も

統
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
で
完
成
し
た
雲
仙

市
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
で
す
が
、
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
を

基
盤
と
し
て
市
の
高
度
情
報
化
を
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

情
報
統
計
課

■雲仙市情報ハイウエイ

↑「うんぜんパワフルなび」のトップページです。
http://www.unzen.gr.jpからアクセスしてください。

〔パソコンからの登録〕
※パソコンからの登録はインターネットに接
続している必要があります
①インターネットに接続し、次のアドレスを
入力し、「ほっと＠うんぜん」のホームペー
ジを表示させます。
http://hot.city.unzen.nagasaki.jp/

　雲仙市ホームページに設けてある、バナー
からもアクセスできま
す。
←これです

②ページの左側にある「メールサービス登録」
をクリックします。
※携帯電話への情報配信を希望される人は、
左下の欄に携帯電話のメールアドレスを入
力してください。以降は携帯電話での入力
作業になります。
③規約を読んでいただき、規約に同意する場
合は「上記の規約に同意する」のボタンを
クリックします。
④仮登録情報入力のページが表示されます。
すべての項目に入力してください。
注意）このページには携帯電話のメールア

ドレスは入力しないでください。入
力しても本登録ができません。

⑤入力したメールアドレスに「メールサービ
ス登録完了のお知らせ」のメールが配信さ
れますので、メールを開いてください。
⑥メールに記載されているURLをクリックす
ると「メールサービス本登録」の画面が開
きます。「登録」をクリックすると登録完
了です。

〔携帯電話からの登録〕
①インターネットに接続し、次のアドレスを
入力し、「ほっと＠うんぜん」のホームペー
ジを表示させます。

http://hot.city.unzen.nagasaki.jp/mail/mobile/
②「メールサービス登録」を選択します。
③規約が表示されますので確認していただき
同意される場合は、下部の「規約に同意す
る」を選択します。
④携帯電話のメールアドレスとパスワード、
配信希望カテゴリを選択し「仮登録」ボタ
ンを押します。
⑤入力したメールアドレスへ電子メールが送
られてきますので、メールを開いてくださ
い。メールに記載されてあるURLを選択し
てください。
⑥「本登録」を行うページが表示されます。「登
録」ボタンを押すと登録が完了です。

※「ほっと＠うんぜん」のメールサービスに
ついてはすべて無料ですが、ホームページ
を閲覧したり、電子メールを受け取る際に
発生する通信費用につきましては、登録者
の負担となりますのでご注意ください。

ほっと＠うんぜん 登録方法
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行政改革大綱を制定しました

計画期間

　昨年12月26日に、市民10人で構成される「雲仙市行政改革推進委員会」から提
出された答申をもとに、効率的かつ効果的な行政体制の確立を図るため、「雲仙市行
政改革大綱」を策定しました。
　また、行政改革大綱に定めた具体的重点項目（主な推進項目）を集中的に実施す
るために、具体的な取り組み内容を定めた「雲仙市行政改革実施計画（集中改革プ
ラン）」も策定しました。
　この雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）を基本とし、行政改革大綱の修
正や新たな行政課題などが発生した場合など、計画内容については常に見直しを行
いながら、行政改革の取り組みを推進していきます。
　雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）の進捗状況については、市ホームペー
ジで市民の皆さんにお知らせしていきます。

※雲仙市行政改革大綱及び雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）の全文につ
いては、市ホームページ〈http://www.city.unzen.nagasaki.jp〉をご覧ください。

平成19年度から平成22年度までの概ね４年間

①公の施設の民営化及び指定管理者制度の推進

基本姿勢

※平成18年度からの実施項目もあります

　現在の厳しい財政状況の中、今後の市が担うべき住民
サービスを提供するためには、効率的で効果的な行政運
営及び財政健全化を最大の課題として、次の事項を重点
項目として行政改革に取り組みます。

　現在、市が直営で管理運営を行っている公の施設について、可能
な限り民営化及び指定管理者制度の推進を図ります。

②機構・組織の見直し
　効率的に行政サービスが提供できるように、本庁及び総合支所組
織の見直しを図ります。

③職員の定員と給与等の適正化
　職員定員適正化計画により、職員数の適正化を図ります。また、
人事評価制度等の検討を行い、給与制度の適正化を図ります。

④事務事業の見直し
　健全な財政運営のためには、現在の事務事業を見直し、経費の節
減合理化等により歳出削減を図ります。

1．市の担うべき役割の重点化

具体的重点項目

○民間委託等の推進
○事務事業の見直し
○地域協働の推進及び公正の確保と透明性の向上

2．行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織・機構
○本庁及び総合支所組織の見直し

3．職員の定員管理及び給与の適正化等
○職員数の適正化と人材育成の推進
○給与の適正化

4．電子自治体の推進

【主な推進項目】
・指定管理者制度の導入
・民営化等の検討
・事務事業の仕分け
・パブリックコメント制度の活用
・雲仙市情報公開条例に基づいた情報公開の徹底
・雲仙市個人情報保護条例に基づいた個人情報保護の徹底
・広報紙、ホームページを活用した積極的な情報公開

【主な推進項目】
・定員適正化計画に基づいた職員採用
・適正な職員配置
・人材育成計画の実施
・能力主義、人事評価制度の導入検討
・広報紙、ホームページ等を活用した情報公開（職員数、給与など）

5．健全な財政運営の確保
○経費の節減合理化等及び自主財源の確保対策
○特別会計事業等の健全化

【主な推進項目】
・経費全般にわたる節減合理化と予算の適正な執行
・市単独補助金等の見直し
・自主財源の確保対策（市税、保育料、住宅使用料等の収納率の向上）
・財政状況等の公表
・行政評価制度の導入
・水道事業等の経営見直し及び経営状況等の公表

【主な推進項目】
・行政手続きのオンライン化の推進
・電子システム活用による業務の簡素化、効率化
・ホームページを活用した情報提供、意見募集

【主な推進項目】
・部課等の統廃合による組織のスリム化
・本庁、総合支所の業務の仕分け
・本庁、総合支所の組織機構の検証
・庁舎間の電子システムの改善

●広報うんぜん
平成19年６月10



行政改革大綱を制定しました

計画期間

　昨年12月26日に、市民10人で構成される「雲仙市行政改革推進委員会」から提
出された答申をもとに、効率的かつ効果的な行政体制の確立を図るため、「雲仙市行
政改革大綱」を策定しました。
　また、行政改革大綱に定めた具体的重点項目（主な推進項目）を集中的に実施す
るために、具体的な取り組み内容を定めた「雲仙市行政改革実施計画（集中改革プ
ラン）」も策定しました。
　この雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）を基本とし、行政改革大綱の修
正や新たな行政課題などが発生した場合など、計画内容については常に見直しを行
いながら、行政改革の取り組みを推進していきます。
　雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）の進捗状況については、市ホームペー
ジで市民の皆さんにお知らせしていきます。

※雲仙市行政改革大綱及び雲仙市行政改革実施計画（集中改革プラン）の全文につ
いては、市ホームページ〈http://www.city.unzen.nagasaki.jp〉をご覧ください。

平成19年度から平成22年度までの概ね４年間

①公の施設の民営化及び指定管理者制度の推進

基本姿勢

※平成18年度からの実施項目もあります

　現在の厳しい財政状況の中、今後の市が担うべき住民
サービスを提供するためには、効率的で効果的な行政運
営及び財政健全化を最大の課題として、次の事項を重点
項目として行政改革に取り組みます。

　現在、市が直営で管理運営を行っている公の施設について、可能
な限り民営化及び指定管理者制度の推進を図ります。

②機構・組織の見直し
　効率的に行政サービスが提供できるように、本庁及び総合支所組
織の見直しを図ります。

③職員の定員と給与等の適正化
　職員定員適正化計画により、職員数の適正化を図ります。また、
人事評価制度等の検討を行い、給与制度の適正化を図ります。

④事務事業の見直し
　健全な財政運営のためには、現在の事務事業を見直し、経費の節
減合理化等により歳出削減を図ります。

1．市の担うべき役割の重点化

具体的重点項目

○民間委託等の推進
○事務事業の見直し
○地域協働の推進及び公正の確保と透明性の向上

2．行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織・機構
○本庁及び総合支所組織の見直し

3．職員の定員管理及び給与の適正化等
○職員数の適正化と人材育成の推進
○給与の適正化

4．電子自治体の推進

【主な推進項目】
・指定管理者制度の導入
・民営化等の検討
・事務事業の仕分け
・パブリックコメント制度の活用
・雲仙市情報公開条例に基づいた情報公開の徹底
・雲仙市個人情報保護条例に基づいた個人情報保護の徹底
・広報紙、ホームページを活用した積極的な情報公開

【主な推進項目】
・定員適正化計画に基づいた職員採用
・適正な職員配置
・人材育成計画の実施
・能力主義、人事評価制度の導入検討
・広報紙、ホームページ等を活用した情報公開（職員数、給与など）

5．健全な財政運営の確保
○経費の節減合理化等及び自主財源の確保対策
○特別会計事業等の健全化

【主な推進項目】
・経費全般にわたる節減合理化と予算の適正な執行
・市単独補助金等の見直し
・自主財源の確保対策（市税、保育料、住宅使用料等の収納率の向上）
・財政状況等の公表
・行政評価制度の導入
・水道事業等の経営見直し及び経営状況等の公表

【主な推進項目】
・行政手続きのオンライン化の推進
・電子システム活用による業務の簡素化、効率化
・ホームページを活用した情報提供、意見募集

【主な推進項目】
・部課等の統廃合による組織のスリム化
・本庁、総合支所の業務の仕分け
・本庁、総合支所の組織機構の検証
・庁舎間の電子システムの改善
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雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

動
き
始
め
ま
し
た
。

雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
に
関
し
て
、
地
域
の
住
民
同
士
が
向
こ
う
三
軒
両
隣
的
な
感
覚
で
、
互
い

に
助
け
合
う
環
境
を
作
り
上
げ
、
会
員
同
士
を
結
び
付
け
る
橋
渡
し
を
行
い
、
子
育

て
家
庭
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
現

在
、
会
員
募
集
や
運
用
面
な
ど
の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
9
月
か
ら
本

格
的
な
運
用
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方（
依
頼
会
員
）と

子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
方（
協
力
会
員
）と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
事
務
局
）と
の
3
者
の

連
携
に
よ
り
、
子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な

家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

【
事
務
局
】

雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

TEL
0
9
5
7
（
36
）
3
3
0
6

FAX
0
9
5
7
（
36
）
3
3
1
9

【
受
付
】

月
曜
か
ら
金
曜
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

子
育
て
が
き
つ
い
時
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
少
し
の
手
助
け
が
あ
れ
ば…

。

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
」
っ
て
何
？

サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
？

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
」
っ
て
何
？

【
内
容
】

1
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
の
始
業
時
間
前
や
終
業
時
間
後
の
預
か
り

2
・
子
ど
も
の
軽
度
の
病
気
時
の
預
か
り

3
・
保
護
者
な
ど
が
病
気
や
急
用
な
ど
で
育
児
が
で
き
な
い
場
合
の
預
か
り

4
・
保
護
者
な
ど
が
短
時
間
・
臨
時
的
就
労
で
育
児
が
で
き
な
い
場
合
の
預
か
り

5
・
そ
の
他
の
子
育
て
支
援

※
子
ど
も
を
預
か
る
場
合
は
、
原
則
的
に
、
協
力
会
員
の
家
庭
で
預
か
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
】

　

原
則
と
し
て
午
前
6
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

【
利
用
料
金
】

1
・
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
…
1
時
間
6
0
0
円

2
・
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
右
記
以
外
の
時
間
…
1
時
間
7
0
0
円

3
・
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
…
1
時
間
7
0
0
円

4
・
軽
度
の
病
時
保
育
…
1
時
間
7
0
0
円

サ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
？

サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
に
は
？

【
会
員
登
録
】

　

会
員
登
録
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

務
局
窓
口
で
入
会
申
込
書
を
提
出
し
、
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
窓
口
で
の
申
込
み
と
講
習
は
、
制
度
を
よ

く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
大
変
重
要
な

こ
と
で
す
。

※
講
習
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
改

め
て
連
絡
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
に
は
？

会
員
に
な
る
要
件
は
？

【
依
頼
会
員
】

　

雲
仙
市
内
に
在
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
、（
生
後
）
6
カ
月
〜
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
方
。

【
協
力
会
員
】

　

雲
仙
市
内
に
在
住
の
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
宅
で
子
ど
も
が
預
か

れ
る
方
。

　

子
育
て
に
興
味
を
お
持
ち
で
社
会
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
。

会
員
に
な
る
要
件
は
？

「
雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
特
色
は
？

1
・
長
崎
県
内
で
初
め
て
、
公
設
公
営
で
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

2
・
登
録
会
員
が
加
入
す
る
会
員
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
児
童
傷
害
保

険
の
保
険
料
は
雲
仙
市
が
負
担
し
ま
す
。

「
雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
特
色
は
？

5月1日の開所式

私たちが事務局スタッフとして、がんばります！
（写真左：西村さん　右：吉原さん）

子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム

①
援
助
依
頼
申
込
み

援助が必要になった時の手順
①依頼会員は、事務局に援助依頼を申し込みます。
②事務局は、依頼内容にあった協力会員の調整を行います。
③事務局は、協力会員との調整結果を、依頼会員に連絡します。
④依頼会員と協力会員は、依頼内容を確認後、援助を開始します。
⑤協力会員は、援助終了後「活動報告書」を作成し、依頼会員の確認印をもらいます。
　依頼会員は、利用料や実費等を直接協力会員に支払います。

③
協
力
会
員
の
紹
介

④事前打ち合わせ・活動開始

⑤活動終了・活動報告書や利用料の授受

子育てサポート
センター事務局

依頼会員 協力会員

②
援
助
依
頼

⑥
活
動
報
告
書
提
出

↑
千
々
石

諫
早
↓

愛野
保健福祉
センター

Aコープ
ビッグキッチン

愛野町
公民館

ここ!!
子育てサポート
センター
事務局

●広報うんぜん
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任
保
険
・
児
童
傷
害
保

険
の
保
険
料
は
雲
仙
市
が
負
担
し
ま
す
。

「
雲
仙
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
特
色
は
？

5月1日の開所式

私たちが事務局スタッフとして、がんばります！
（写真左：西村さん　右：吉原さん）

子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム子育てサポートセンターのシステム

①
援
助
依
頼
申
込
み

援助が必要になった時の手順
①依頼会員は、事務局に援助依頼を申し込みます。
②事務局は、依頼内容にあった協力会員の調整を行います。
③事務局は、協力会員との調整結果を、依頼会員に連絡します。
④依頼会員と協力会員は、依頼内容を確認後、援助を開始します。
⑤協力会員は、援助終了後「活動報告書」を作成し、依頼会員の確認印をもらいます。
　依頼会員は、利用料や実費等を直接協力会員に支払います。

③
協
力
会
員
の
紹
介

④事前打ち合わせ・活動開始

⑤活動終了・活動報告書や利用料の授受

子育てサポート
センター事務局

依頼会員 協力会員

②
援
助
依
頼

⑥
活
動
報
告
書
提
出

↑
千
々
石

諫
早
↓

愛野
保健福祉
センター

Aコープ
ビッグキッチン

愛野町
公民館

ここ!!
子育てサポート
センター
事務局

13 ●広報うんぜん
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税率

税率
50％

43％

33％
30％

20％
15％

移譲前

所得税 住民税 所得税 住民税

移譲後

平成19年度から住民税が大きく変わります！平成19年度から住民税が大きく変わります！

【住民税（所得割）の税率変更】
国から地方への税源移譲により、住民税（所得割）と所得税の税率が変わります。

【住民税（均等割）の税率変更】

○住民税（所得割）の税率が10％に統一されます。

○県民税（均等割）の税率が加算されます。

平成19年度から、ながさき森林環境税が導入されます。

区　分

市民税

県民税

合　計

一般の方

18年度まで

3,000円

1,000円

4,000円

18年度まで

1,000円

   300円

1,300円

19年度

2,000円

   900円

2,900円

6 5歳以上※1

※1： 65歳以上とは、昭和15年1月2日以前生まれで、所得額が125万円以下の方を指します。
※2： ※1に該当する方への老年者非課税措置が廃止されたことによる、経過措置の税率分（3分の1課
 税から3分の2課税へ変更）が含まれています。

（　）内の金額は、森林環境税の税率です

※１：課税所得とは、給与や事業（農業など）の所得から社会保険料控除・扶養控除などの諸控除を差し引いた残
りの金額です。この課税所得に税率をかけたものが税額となります。

◎定率減税の廃止や収入の増など、別の要因により増額となることがあります。

税源移譲による税負担は変わらない

注2

課税所得

課税所得※1

住民税・所得税　変更前

住民税・所得税　変更後

200万 330万 700万 900万 1800万

195万 330万 695万 990万 1800万

10%

5%

10%

10% 13%

20%
20%

30%

37%

5%

10%

10%
20%

23%
33%

40% 所
得
税

住
民
税

所
得
税

住
民
税

注3

注1

～ 語 句 の 説 明 ～
注１：住民税
　ここでの住民税とは、個人が納める個人住民税のことを指しています。
個人住民税には、市民税と県民税があり、一定の収入のある人が均等の額によって負担する「均等割」
とその人の所得金額に応じて負担する「所得割」とに、それぞれが区分されます。
注２：定率減税
　景気対策として導入された定率減税（課税所得（前ページの下参照）の7.5％、または2万円の減額）
は、最近の経済状況を踏まえ、平成19年度から廃止されます。
注３：ながさき森林環境税
　荒れ始めている森林を守っていくため、長崎県が新しく導入する税制です。
　県内に住所・家屋敷などがある個人の方は、年額500円（一定の要件に該当する老年者の方は、平成
19年度に限り300円）が県民税（均等割）に加えられます。

～語句の説明～
注１：住民税
　ここでの住民税とは、個人が納める個人住民税のことを指しています。
個人住民税には、市民税と県民税があり、一定の収入のある人が均等の額によって負担する「均等割」
とその人の所得金額に応じて負担する「所得割」とに、それぞれが区分されます。
注２：定率減税
　景気対策として導入された定率減税（課税所得（前ページの下参照）の7.5％、または2万円の減額）
は、最近の経済状況を踏まえ、平成19年度から廃止されます。
注３：ながさき森林環境税
　荒れ始めている森林を守っていくため、長崎県が新しく導入する税制です。
　県内に住所・家屋敷などがある個人の方は、年額500円（一定の要件に該当する老年者の方は、平成
19年度に限り300円）が県民税（均等割）に加えられます。

★ポイント…税額が変わる時期は？

○住民税………… 平成19年度分（19年6月）から増加
○所得税………… 給与所得者は、 平成19年1月支給分から減少
 年金所得者は、 平成19年2月支給分から減少
 事業所得者は、 平成20年3月（19年分確定申告）から減少
 （農業者など）

◎住民税の改正点については、ここに掲載している他に、広報うんぜん12月号（№14）の2～5ページ
にも掲載していますので、ご覧ください。

■問い合わせ：税務課　市民国保税班

19年度

3,000円

1,500円

4,500円

（うち500円） （うち300円）

税源移譲とは
　納税者が納める国税（所得税）を減らし、地方税
（住民税）を増やすことで、国から地方への税を移
すことです。
　地方（市町村）が自主的に財源の確保を行い、よ
り効率的に地方のニーズに沿った行政サービスを行
えることが期待されます。

※2

●広報うんぜん
平成19年６月14



50％

43％

33％
30％

20％
15％

税率

税率
50％

43％

33％
30％

20％
15％

移譲前

所得税 住民税 所得税 住民税

移譲後

平成19年度から住民税が大きく変わります！平成19年度から住民税が大きく変わります！

【住民税（所得割）の税率変更】
国から地方への税源移譲により、住民税（所得割）と所得税の税率が変わります。

【住民税（均等割）の税率変更】

○住民税（所得割）の税率が10％に統一されます。

○県民税（均等割）の税率が加算されます。

平成19年度から、ながさき森林環境税が導入されます。

区　分

市民税

県民税

合　計

一般の方

18年度まで

3,000円

1,000円

4,000円

18年度まで

1,000円

   300円

1,300円

19年度

2,000円

   900円

2,900円

6 5歳以上※1

※1： 65歳以上とは、昭和15年1月2日以前生まれで、所得額が125万円以下の方を指します。
※2： ※1に該当する方への老年者非課税措置が廃止されたことによる、経過措置の税率分（3分の1課
 税から3分の2課税へ変更）が含まれています。

（　）内の金額は、森林環境税の税率です

※１：課税所得とは、給与や事業（農業など）の所得から社会保険料控除・扶養控除などの諸控除を差し引いた残
りの金額です。この課税所得に税率をかけたものが税額となります。

◎定率減税の廃止や収入の増など、別の要因により増額となることがあります。

税源移譲による税負担は変わらない

注2

課税所得

課税所得※1

住民税・所得税　変更前

住民税・所得税　変更後

200万 330万 700万 900万 1800万

195万 330万 695万 990万 1800万

10%

5%

10%

10% 13%

20%
20%

30%

37%

5%

10%

10%
20%

23%
33%

40% 所
得
税

住
民
税

所
得
税

住
民
税

注3

注1

～ 語 句 の 説 明 ～
注１：住民税
　ここでの住民税とは、個人が納める個人住民税のことを指しています。
個人住民税には、市民税と県民税があり、一定の収入のある人が均等の額によって負担する「均等割」
とその人の所得金額に応じて負担する「所得割」とに、それぞれが区分されます。
注２：定率減税
　景気対策として導入された定率減税（課税所得（前ページの下参照）の7.5％、または2万円の減額）
は、最近の経済状況を踏まえ、平成19年度から廃止されます。
注３：ながさき森林環境税
　荒れ始めている森林を守っていくため、長崎県が新しく導入する税制です。
　県内に住所・家屋敷などがある個人の方は、年額500円（一定の要件に該当する老年者の方は、平成
19年度に限り300円）が県民税（均等割）に加えられます。

～語句の説明～
注１：住民税
　ここでの住民税とは、個人が納める個人住民税のことを指しています。
個人住民税には、市民税と県民税があり、一定の収入のある人が均等の額によって負担する「均等割」
とその人の所得金額に応じて負担する「所得割」とに、それぞれが区分されます。
注２：定率減税
　景気対策として導入された定率減税（課税所得（前ページの下参照）の7.5％、または2万円の減額）
は、最近の経済状況を踏まえ、平成19年度から廃止されます。
注３：ながさき森林環境税
　荒れ始めている森林を守っていくため、長崎県が新しく導入する税制です。
　県内に住所・家屋敷などがある個人の方は、年額500円（一定の要件に該当する老年者の方は、平成
19年度に限り300円）が県民税（均等割）に加えられます。

★ポイント…税額が変わる時期は？

○住民税………… 平成19年度分（19年6月）から増加
○所得税………… 給与所得者は、 平成19年1月支給分から減少
 年金所得者は、 平成19年2月支給分から減少
 事業所得者は、 平成20年3月（19年分確定申告）から減少
 （農業者など）

◎住民税の改正点については、ここに掲載している他に、広報うんぜん12月号（№14）の2～5ページ
にも掲載していますので、ご覧ください。

■問い合わせ：税務課　市民国保税班

19年度

3,000円

1,500円

4,500円

（うち500円） （うち300円）

税源移譲とは
　納税者が納める国税（所得税）を減らし、地方税
（住民税）を増やすことで、国から地方への税を移
すことです。
　地方（市町村）が自主的に財源の確保を行い、よ
り効率的に地方のニーズに沿った行政サービスを行
えることが期待されます。

※2
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雲
仙
市
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

【
第
三
回
】

【
シ
リ
ー
ズ
】

管
財
課

指名停止

指名除外

雲仙市工事請負契約等に係る入札
参加資格者指名停止の措置要領

雲仙市建設工事暴力団対策要綱

1カ月～
24カ月
2カ月～
12カ月

期間満了後1年間以内に停止事由に該当すると期間
を加重。贈賄、独占禁止法違反は満了後3年間観察。
満了時において、再度確認されたときは期間延長。
2年経過後改善ない時、有資格者名簿から抹消。

措置の名称 根　　　拠 期 間 期間の特例等

●「入札監視委員会」について
　雲仙市入札監視委員会の第１回目の会合が、５月28日に開催されました。この入札監視委員会は、「公
共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）」の趣旨を踏まえ、市が発
注する工事の入札および契約に関し、公正の確保と透明性の向上を図るために設置されたものです。
　委員会では、市が行った数多くの入札の中から数件を抽出し、１件ずつ公正性の確保について調査審議
を行います。必要に応じて、市長に対し、入札事務の改善、公正取引委員会への通知、その他必要な措置
を講じるよう求めることなどを役目としています。
　委員は、公募委員を含む外部委員５人で構成され、技術分野・法律分野・経済分野で優れた見識を有す
る人の中から市長が委嘱します。年３～４回の委員会を開催する予定です。

●「建設工事競争入札審査委員会」について
　制限付一般競争入札の参加資格を審議したり、指名競争入札の指名業者を選定したりする委員会です。このほ
か、入札参加資格者の指名停止処分を審査したり、入札・契約の事務改善についても審議します。
　委員は、副市長ほか８人の部（局、次）長で構成され、年間を通じ月２回程度の委員会を開催しています。

●「公正入札調査委員会」について
　市に談合情報が寄せられた場合や入札にかかる不正事件が発生した場合に調査審議する機関です。
　委員は、副市長ほか８人の部（局、次）長で構成されています。委員会は随時、委員長（副市長）が必要に応
じて開催します。

●「建設工事暴力団対策会議」について
　市が発注する工事の入札参加資格名簿に登録された者が、暴力団関係者であったり、暴力団関係者と密接な交際
を有していると認められるとき、また、暴力団等から不当な要求を受けた場合に、警察や市への報告を怠ったとき
に、その有資格業者を一定期間にわたり指名除外にするかどうかの審議を行います。
　副市長ほか８人の部（局、次）長で構成され、警察と十分な情報交換を行ったうえ、審議に当たることとしています。

※このほか、関係課長で構成する「入札手続等検討委員会」を年に数回開催し、入札・契約制度の改善
に向けて、市の内部で検討していくことにしています。

【入札監視委員会の機能フロー図】

入札監視委員会 市　長

公正取引委員会
（国の機関）

建設工事競争入札審査委員会

入札手続等検討委員会

事務局（管財課）、発注担当課報道機関等

委員の委嘱

事案審議
調査要求など

入札・契約事案説明
入札・契約事務改善報告
指名停止の報告など

指名競争入札の指名案件の審議
一般競争入札の競争参加資格認定
入札・契約の事務改善など

入札・契約の事務改善

意見

報告書作成

改善の指示公表

提案承認

通知

提案承認

●広報うんぜん
平成19年６月16
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指名停止

指名除外

雲仙市工事請負契約等に係る入札
参加資格者指名停止の措置要領

雲仙市建設工事暴力団対策要綱

1カ月～
24カ月
2カ月～
12カ月

期間満了後1年間以内に停止事由に該当すると期間
を加重。贈賄、独占禁止法違反は満了後3年間観察。
満了時において、再度確認されたときは期間延長。
2年経過後改善ない時、有資格者名簿から抹消。

措置の名称 根　　　拠 期 間 期間の特例等

●「入札監視委員会」について
　雲仙市入札監視委員会の第１回目の会合が、５月28日に開催されました。この入札監視委員会は、「公
共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）」の趣旨を踏まえ、市が発
注する工事の入札および契約に関し、公正の確保と透明性の向上を図るために設置されたものです。
　委員会では、市が行った数多くの入札の中から数件を抽出し、１件ずつ公正性の確保について調査審議
を行います。必要に応じて、市長に対し、入札事務の改善、公正取引委員会への通知、その他必要な措置
を講じるよう求めることなどを役目としています。
　委員は、公募委員を含む外部委員５人で構成され、技術分野・法律分野・経済分野で優れた見識を有す
る人の中から市長が委嘱します。年３～４回の委員会を開催する予定です。

●「建設工事競争入札審査委員会」について
　制限付一般競争入札の参加資格を審議したり、指名競争入札の指名業者を選定したりする委員会です。このほ
か、入札参加資格者の指名停止処分を審査したり、入札・契約の事務改善についても審議します。
　委員は、副市長ほか８人の部（局、次）長で構成され、年間を通じ月２回程度の委員会を開催しています。

●「公正入札調査委員会」について
　市に談合情報が寄せられた場合や入札にかかる不正事件が発生した場合に調査審議する機関です。
　委員は、副市長ほか８人の部（局、次）長で構成されています。委員会は随時、委員長（副市長）が必要に応
じて開催します。

●「建設工事暴力団対策会議」について
　市が発注する工事の入札参加資格名簿に登録された者が、暴力団関係者であったり、暴力団関係者と密接な交際
を有していると認められるとき、また、暴力団等から不当な要求を受けた場合に、警察や市への報告を怠ったとき
に、その有資格業者を一定期間にわたり指名除外にするかどうかの審議を行います。
　副市長ほか８人の部（局、次）長で構成され、警察と十分な情報交換を行ったうえ、審議に当たることとしています。

※このほか、関係課長で構成する「入札手続等検討委員会」を年に数回開催し、入札・契約制度の改善
に向けて、市の内部で検討していくことにしています。

【入札監視委員会の機能フロー図】

入札監視委員会 市　長

公正取引委員会
（国の機関）

建設工事競争入札審査委員会

入札手続等検討委員会

事務局（管財課）、発注担当課報道機関等

委員の委嘱

事案審議
調査要求など

入札・契約事案説明
入札・契約事務改善報告
指名停止の報告など

指名競争入札の指名案件の審議
一般競争入札の競争参加資格認定
入札・契約の事務改善など

入札・契約の事務改善

意見

報告書作成

改善の指示公表

提案承認

通知

提案承認

歯周病予防健診のお知らせ
　市では、「80歳までに20本の歯を」目標に、指定歯科医院での歯周病予防健診を実施します。歯は、
私たちの健康と密接に関係しています。人生を豊かに送るために歯を健康に保ちましょう。

〈対象者〉
雲仙市に住所を有する40歳以上の人
※年齢は平成20年3月31日現在
※現在治療中の人は除きます。

〈内容〉
・歯科診察 ・歯周組織検査
・むし歯検査 ・ブラッシング指導

〈自己負担金〉
500円（70歳以上、生活保護世帯は無料）

〈申し込み期間〉
6月1日（金）～6月29日（金）

〈実施期間〉
7月中旬～12月28日（金）

〈申し込み方法〉
　市役所健康づくり課・総合支所市民生活課・福祉事務所福祉課・雲仙出張所へお申し込みください。（申込
書を置いています。）
　後日決定通知書を送付します。
　予約方法などの詳細は、決定通知でお知らせします。
　希望者多数の場合には抽選で決めさせていただきますので、ご了承ください。

幼児フッ化物塗布の申込み締め切りは6月8日（金）までです。
対象者など詳しいことは広報うんぜん5月号に掲載しています。

問い合わせ　市役所健康づくり課・各総合支所市民生活課・福祉事務所福祉課

お口の健康まつりを開催お口の健康まつりを開催
　島原南高歯科医師会では例年「歯の衛生週間」に合わせて、お口の健康まつりを開催しています。本年
度は「ずっとずっと　いっしょがいいな　自分の歯」をメインテーマとして次のとおり開催します。
●日時：6月10日（日）午前10時～12時　　●場所：島原市保健センター
●内容： ①歯科健診、歯科保健指導、相談
 ②妊婦教室
 ③フッ素洗口・塗布、歯みがき教室
 ④体験型コーナー（調べてみよう！みてみよう！測ってみよう！作ってみよう！）
 ⑤歯によいおやつの展示・実演、嚥下食の展示・試食
 ⑥ビデオ放映、パネル展示
 ⑦歯科保健図画コンクール入賞者表彰（12時30分～）、作品展示

★問い合わせ★
島原南高歯科医師会
☎0957（62）3507

〈指定歯科医院〉
堺歯科医院
徳永歯科医院
医療法人小嶺歯科医院
医療法人社団瑞穂歯科医院
医療法人征友会ねぎ歯科医院
朝永歯科医院
土井歯科クリニック
寺田歯科医院
田口歯科医院
畑中歯科医院
城代歯科医院
天野歯科医院
永田歯科医院
副島歯科医院
萩尾歯科医院
津田歯科医院
広田歯科医院
馬場歯科医院

国 見 町

瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町

千々石町

小 浜 町

南串山町
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庁
舎
建
設
市
民
懇
話
会
は
、
市

の
財
政
状
況
等
さ
ま
ざ
ま
な
見
地

か
ら
、
雲
仙
市
に
ふ
さ
わ
し
い
庁

舎
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
市
民
の
意
見
と
し
て
市
長

に
提
言
を
す
る
組
織
で
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら

の
意
見
を
求
め
る
た
め
に
、
一
般

市
民
を
対
象
に
懇
話
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

内
容

　

市
民
の
代
表
と
し
て
、
年
�
回

程
度
開
催
予
定
（
主
に
平
日
昼
間
）

の
懇
話
会
に
出
席
し
て
、
雲
仙
市

の
庁
舎
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員　

�
人

謝
礼

1
回
の
出
席
に
つ
き
�
千
円

任
期　

懇
話
会
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
、
市
長
に
提
言
す
る
ま
で

応
募
資
格　

平
成
1�
年
�
月
1
日

現
在
で
、
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
市
内
に
居
住
し
、
住
所
を
有
し

て
い
る
人

・
�0
歳
以
上
の
人

・
本
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員
、

地
域
審
議
会
委
員
で
な
い
人

・
平
日
昼
間
の
会
議
（
年
�
回
程

度
）
に
出
席
可
能
な
人

応
募
方
法

　

企
画
課
・
各
総
合
支
所
管
理
課

に
備
え
付
け
の
「
雲
仙
市
庁
舎
建

設
市
民
懇
話
会
委
員
応
募
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
提
出
書
類
は
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

提
出
先

●
雲
仙
市
役
所　

企
画
課

・
郵
送

〒
8
5
9
―
1
1
0
7 

雲
仙
市

吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

0
9
5
7
（
��
）
3
5
1
4

・
電
子
メ
ー
ル

kikaku@
city.unzen.nagasaki.jp

●
各
総
合
支
所
管
理
課

応
募
締
切　

�
月
��
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

選
考
方
法

　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
、
応

募
資
格
等
に
つ
い
て
審
査
し
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　

選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

企
画
政
策
班

雲仙市庁舎建設
市民懇話会委員募集

企　画　課◎
市民課
業務嘱託職員募集

市　民　課◎

　

市
民
課
で
は
、
業
務
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

1
人

勤
務
時
間

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時
1�
分

※
昼
休
憩
時
間　

1�
時
1�
分
〜
1�

時
休
日　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

雇
用
期
間　

�
月
�
日
（
月
）
〜

平
成
�0
年
�
月
�1
日
（
月
）

報
酬

・
月
額
1�
万
4
3
0
0
円

・
勤
務
良
好
の
場
合
は
賞
与
あ
り

・
通
勤
手
当
あ
り
（
通
勤
距
離
�

キ
ロ
以
上
の
場
合
）

社
会
保
険
等

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
あ
り

業
務
内
容　

市
民
課
業
務

・
市
役
所
に
届
く
送
付
物
の
整

理
・
振
り
分
け
や
発
送
文
書
の

整
理

・
市
民
窓
口
と
し
て
の
対
応

・
上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
（
窓

口
）
発
行
事
務

応
募
資
格

・
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
、
居
住

し
て
い
て
市
役
所
に
通
勤
可
能

な
人

・
行
政
業
務
に
対
し
熱
意
と
理
解

が
あ
り
、
守
秘
義
務
を
遵
守
で

き
る
人

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
人

・
満
1�
歳
以
上
満
��
歳
未
満
の
人

申
込
方
法

　

市
民
課
、
各
総
合
支
所
管
理
課
、

人
事
課
に
備
え
付
け
の
「
嘱
託
職

員
申
込
書
」
に
指
定
の
大
き
さ
の

写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
自
筆

で
記
入
の
上
、
市
民
課
市
民
生
活

班
へ
提
出
（
持
参
・
郵
送
可
）
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

�
月
1�
日（
月
）ま
で

午
前
�
時
�0
分
〜
午
後
�
時
1�
分

※
郵
送
の
場
合
は
期
限
必
着

〒
8
5
9
―
1
1
0
7　

雲
仙
市

吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所　

市
民
課　

市
民
生

活
班

選
考
方
法

面
接
・
筆
記
試
験
（
作
文
）

面
接
日

�
月
��
日
（
金
）
午
前
中
（
予
定
）

※
正
式
に
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
市
民
課　

市
民
生
活
班
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下
表
の
と
お
り
、
ご
み
処
理
機

器
等
の
購
入
に
は
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
の
で
、
購
入
前
に
市
役
所

環
境
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は

予
算
の
限
り
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

○
環
境
政
策
課

○
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
「
私
た

ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を

合
い
言
葉
に
、
近
隣
で
食
生
活
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
？

対
象
者

・
雲
仙
市
内
に
お
住
ま
い
の
女
性

・
健
康
づ
く
り
や
食
に
つ
い
て
興

味
を
持
つ
人
で
、
受
講
後
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

講
座
内
容

健
康
や
栄
養
に
関
す
る
講
話
、
調

理
実
習　

な
ど

受
講
費　

無
料

会
場

瑞
穂
町
公
民
館
ま
た
は
千
々
石
保

健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
会
場
�0
人

日
程

※
そ
の
他
、
島
原
半
島
食
生
活
改

善
推
進
員
交
流
会
へ
の
参
加

申
し
込
み
先

・
市
役
所
健
康
づ
く
り
課

・
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

・
福
祉
事
務
所 

福
祉
課

※
申
込
用
紙
を
提
出
す
る
か
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
締
切　

�
月
��
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

○
健
康
づ
く
り
課

「食生活改善推進員
養成講座」受講生募集

健康づくり課◎
生ごみ処理機器等
購入費補助金について

環境政策課◎

会場 瑞穂町公民館 千々石保健センター
�月1�日（水） �月1�日（木）
�月�1日（火） �月��日（木）

10月��日（水） 10月��日（木）
日程 11月1�日（水） 11月1�日（木）

1�月11日（火） 1�月1�日（水）
1月��日（水） 1月��日（木）
�月1�日（木） �月��日（金）

時間 午前10時～午後�時

区
分

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

生
ご
み
処
理
機

（
電
気
等
を
利
用
す
る
も
の
）

補
助
の
対
象

市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

1
世
帯
に
つ
き
�
個
ま
で

1
世
帯
に
つ
き
1
台
ま
で

補
助
金
額

購
入
金
額
の
半
額
以
内

1
個
に
つ
き
�
千
円
を
限
度

1
台
に
つ
き
�
万
円
を
限
度

必
要
書
類

申
請
書
・
見
積
書
・
仕
様
書
・
設
置
場
所
地
図
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介護予防事業
（地域支援事業）

福祉事務所◎
　

地
域
支
援
事
業
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
介
護
予
防
事
業
で
す
。

一
般
高
齢
者
向
け
の
事
業

　

��
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

運
動
や
食
事
の
話
、
歌
や
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
等
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報

提
供
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
の
事
業
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

※
事
業
の
一
部
を
委
託
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
教
室
の
代
表
者
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
他
の
地
区
で
も
、「
一
般
高
齢

者
教
室
」
の
開
催
や
支
援
を
希

望
す
る
場
合
は
、
福
祉
事
務
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
定
高
齢
者
向
け
の
事
業

　

介
護
保
険
の
認
定
を
う
け
て
い

な
い
方
で
、
要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者

（
特
定
高
齢
者
）
に
対
し
て
、
一

人
一
人
の
状
態
に
応
じ
た
支
援
計

画
を
た
て
、
理
学
療
法
士
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
・
保
健
師
・
看

護
師
等
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
を

実
施
し
ま
す
。

　

基
本
健
康
診
査
に
加
わ
っ
た

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
か
ら

特
定
高
齢
者
を
選
定
し
て
、
教
室

の
案
内
を
し
ま
す
の
で
「
で
き
る

だ
け
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
」
を

目
標
に
介
護
予
防
に
と
り
く
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
班

（表3）

町 開 催 場 所
高下公民館 馬場集落センター 轟木公民館
船津中央公民館 船津西公民館 北下原東公民館
北下原西公民館 川原田公民館 東里公民館
上古賀公民館 小路公民館 向町公民館
川西公民館
夏峰公民館 岡公民館 高田公民館
大川公民館 横田公民館 伊古公民館
古江公民館 杉峰公民館 河内公民館
小賀口公民館 馬場公民館 船津公民館
栗林公民館 宮ノ地（または東原）公民館
上木場公民館 西岩戸公民館 西原公民館
三室公民館（剱柄） 萩ノ本公民館 古庄公民館
牛口東公民館 牛口西公民館 河内公民館
吹ノ原公民館 大熊二公民館 中阿母公民館
阿母崎公民館

田端公民館

愛野町公民館

南元江集会所 中町公民館 森馬公民館
下山頭公民館 上山頭公民館 下峰多目的集会所
木場ふれあいセンター 寺の元公民館

木場ふれあいセンター

富津漁民センター 北野公民館 南本町公民館
木指公民館 金浜公民館 雲仙やまびこ会館
ふれあいの村

保健福祉センター

西浜公民館 塚ノ山公民館 上大良集落センター
鬼塚公民館 谷間川公民館 内平公民館

代表者（電話）

雲仙市社会福祉
協議会
（78-0903）

食生活改善推進
員連絡協議会
吾妻支部
（38-2481）

福祉事務所
（36-2500）

雲仙市
社会福祉協議会
（78-0903）

福祉事務所
（36-2500）

回数・時間

月1回
10：00～15：00

月1回
10：00～15：00

月1回～3回
10：00～15：00

毎月25日
13：30～16：00
月1回

13：30～15：30

月1回
10：00～15：00

月1回
13：30～15：30

月1回
13：30～15：30

月1回
13：30～15：30
年2回

13：30～15：30

事業名

いきいきサロン

ミニデイ

ミニデイサービス
（のんびり村）

ばらの会

はつらつ健康教室

いきいきサロン

茶のみ処

いきいき健康教室

げんき塾

国
　
　

見

瑞
　
　

穂

吾
　

妻

愛
　

野

千
々
石

小
　

浜

南
串
山
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
育
も
う

　

�
月
か
ら
�
月
の
間
の
一
週
間

は
、「
雲
仙
市
子
ど
も
の
心
を
見

つ
め
る
」
教
育
週
間
で
す
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
人
た
ち

が
学
校
を
訪
れ
、
授
業
を
参
観
し

た
り
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
し
た

り
、
さ
ら
に
は
教
師
と
の
懇
談
の

場
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
の
実
情
に
応
じ
て
下
表
の
と
お

り
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「子どもの心を見つめる」
教育週間

教育委員会◎
特定計量器定期検査の
実施について

商工労政課◎

　

業
務
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、

計
量
法
第
1�
条
の
規
定
に
よ
る
定

期
検
査
に
合
格
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

下
表
の
日
程
で
�
年
に
一
度
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
昨
年
受
検
し
た
場
合

は
、
長
崎
県
計
量
検
定
所
か
ら
お

知
ら
せ
の
は
が
き
が
届
き
ま
す
の

で
検
定
料
金
と
一
緒
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
商
工
労
政
課

　

市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
地
域
の
各
家
庭
へ
案
内
状
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
学
校
へ
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

教育週間日程
学 校 名

多比良小学校
土黒小学校
八斗木小学校
神代小学校
国見中学校
西郷小学校
岩戸小学校
大正小学校
瑞穂中学校
川床小学校
大塚小学校
鶴田小学校
吾妻中学校
愛野小学校
愛野中学校
千々石第一小学校
千々石第二小学校
千々石中学校
小浜小学校
雲仙小学校
富津小学校
木指小学校
北串小学校
小浜中学校
雲仙中学校
北串中学校
南串第一小学校
南串第二小学校
南串中学校

町 「教育週間」期間
6月29日～7月 5日
6月25日～7月 1日
6月18日～6月24日
7月 1日～7月 7日
7月 4日～7月10日
6月25日～7月 1日
7月 2日～7月 8日
6月25日～7月 1日
7月10日～7月17日
6月25日～6月29日
6月25日～7月 1日
7月 1日～7月 7日
7月 6日～7月13日
6月24日～6月30日
7月 2日～7月 9日
6月24日～6月30日
6月28日～7月 4日
7月 1日～7月 7日
6月21日～6月29日
7月 1日～7月 7日
7月 1日～7月 6日
6月27日～7月 4日
6月25日～7月 1日
7月 1日～7月 7日
7月 1日～7月 7日
7月 6日～7月12日
6月27日～7月 3日
6月27日～7月 6日
7月 1日～7月 7日

国
　

見

瑞
　

穂

吾
　

妻

愛
野

千
々
石

小
　

浜

南
串
山

小　　浜

愛　　野

千々石

南串山

国　　見

瑞　　穂

吾　　妻

特定計量器検査日程
期　日

4日（月）
5日（火）

6日（水）

8日（金）

13日（水）

15日（金）

19日（火）

20日（水）

22日（金）

時　間

13：30～16：00
10：00～11：30
13：00～16：00
10：00～12：00
13：00～14：00

11：00～12：00
13：00～14：00

11：00～12：00
13：00～15：00

14：00～16：00

11：00～12：00
13：00～15：00

11：00～12：00
13：00～15：00

11：00～12：00
13：00～15：00

場　　所

雲仙やまびこ会館
北串住民センター
南本町公民館
南本町公民館

愛野町公民館

千々石庁舎
地下駐車場

ハマユリックスホール

国見農村環境改善
センター

瑞穂体育館

雲仙市役所車庫
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市民提案事業
審査委員会委員募集

企　画　課◎
雲仙市母子保健推進員を
紹介します

健康づくり課◎

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
育
児

が
で
き
る
よ
う
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
ま
た
身
近
な
相
談

役
と
し
て
の
役
割
を
担
う
母
子
保

健
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

活
動
内
容

●
市
の
母
子
保
健
事
業
へ
の
協
力

・
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

・
1
歳
�
か
月
児
健
診

・
�
歳
児
親
子
歯
科
健
診

・
�
歳
児
健
診　

な
ど

●
訪
問
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
妊

婦
や
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
母
親
な

ど
に
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

母子保健推進員 （敬称略）
国見町

久保田由美子
植木あつ子
酒井美佐子
江副　詔子
瑞穂町

濱塚カズミ
水元　英子
吾妻町

彌富眞佐子
荒平　洋子
愛野町

内藤　輝美
柴田　幸子
千々石町

脊川久美子
林田　浩美
小浜町

田中恵美子
宮川　良江
瀬川　良子
南串山町

西田真由美
寺田　敏子

小田八重子
田中　文子
高木喜代子
徳永多美代

吉田　洋子
岩下　文子

井川　静香
三丸結花里

山口　ツトミ

尾﨑　温美
城戸三枝子

豊田アヤ子
荒木　増子

法村　幸子
柿田真由美

和田　厚子
菊田　律子
宇土ツユ子
岩崎　幸子

寺田　勝子
中峰二三子

小川　和子

寺尾　延惠

岩本　恵子

井上さつき
笹田　静和

中村　隆子

　

市
民
提
案
事
業
審
査
委
員
会

は
、
雲
仙
市
市
民
提
案
事
業
に
お

け
る
提
案
者
か
ら
の
事
業
提
案
を

審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

　

よ
り
広
い
意
見
を
求
め
る
た
め

に
、
一
般
市
民
を
対
象
に
市
民
提

案
事
業
審
査
委
員
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。  

内
容

　

市
民
の
代
表
と
し
て
、
年
�
回

程
度
開
催
予
定
の
審
査
委
員
会
に

出
席
し
て
、
提
案
さ
れ
た
事
業
に

つ
い
て
審
査
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

募
集
人
員　

1
人

謝
礼

　

1
回
の
出
席
に
つ
き
�
千
円

任
期　

平
成
�0
年
�
月
�1
日

応
募
資
格　

平
成
1�
年
�
月
1
日

現
在
で
、
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を

有
し
て
い
る
人

・
�0
歳
以
上
の
人

・
本
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員
で

な
い
人

・
平
日
昼
間
の
会
議
（
年
�
回
程

度
）
に
出
席
可
能
な
人

・
事
業
提
案
を
し
た
団
体
の
構
成

員
で
な
い
人

応
募
方
法

　

企
画
課
・
各
総
合
支
所
管
理
課

に
備
え
付
け
の
「
雲
仙
市
市
民
提

案
事
業
審
査
委
員
会
委
員
応
募
用

紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

提
出
先

●
雲
仙
市
役
所　

企
画
課

・
郵
送

〒
8
5
9
―
1
1
0
7　

雲
仙
市

吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
9
5
7
（
��
）
3
5
1
4

・
電
子
メ
ー
ル

kikaku@
city.unzen.nagasaki.jp

●
各
総
合
支
所
管
理
課

応
募
締
切　

�
月
�0
日
（
水
）

※
当
日
必
着

選
考
方
法

　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
、
応

募
資
格
等
に
つ
い
て
審
査
し
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　

選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
企
画
課　

企
画
政
策
班

●広報うんぜん
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001
●教育委員会　0957（37）3113
●福祉事務所　0957（36）2500

◆
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
平
成

1�
年
�
月
1
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

次
の
順
番
に
よ
る
遺
族
1
人

1
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

�
．
戦
没
者
等
の
子

�
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

�
．
�
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

�
．
1
〜
�
以
外
の
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親

族

支
給
内
容

額
面
�0
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債

請
求
期
間

平
成
�0
年
�
月
�1
日
ま
で

◆
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金

　

戦
傷
病
者
の
妻
に
は
、
夫
が
戦

争
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
た
こ
と

で
日
常
生
活
上
の
介
助
や
看
護
、

家
庭
の
維
持
な
ど
の
た
め
に
払
っ

て
き
た
特
別
な
精
神
的
苦
痛
を
考

え
、
国
と
し
て
慰
藉
を
お
こ
な
う

た
め
に
特
別
給
付
金
（
記
名
国
債
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
特
別
給
付
金
の
対
象
者
で
あ
る

戦
傷
病
者
の
妻
が
、
平
成
1�
年
10

月
1
日
以
後
に
未
請
求
で
死
亡
し

た
場
合
は
、
相
続
人
か
ら
代
表
し

て
1
人
が
請
求
で
き
ま
す
。

対
象

・
平
成
1�
年
10
月
1
日
に
夫
が
増

加
恩
給
・
特
例
傷
病
恩
給
・
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
妻

・
平
成
1�
年
�
月
�1
日
ま
で
に
夫

が
公
務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病

で
亡
く
な
ら
れ
た
妻

・
平
成
�
年
10
月
1
日
か
ら
平
成

1�
年
�
月
�1
日
ま
で
の
間
に
夫

が
一
般
の
病
気
な
ど
で
亡
く
な

ら
れ
た
妻

・
平
成
1�
年
�
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
と
し
て
増
加
恩
給
・
傷

病
年
金
・
特
別
傷
病
恩
給
・
障

害
年
金
を
受
け
て
い
る
夫
と
結

婚
し
た
妻

請
求
期
間

平
成
�1
年
�
月
�0
日
ま
で

※
既
に
請
求
し
た
人
は
、
再
度
請

求
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
期
間
内
に
請
求
を
行
わ
な

い
と
、
時
効
に
よ
り
権
利
が
消

滅
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
福
祉
事
務
所　

福
祉
課

○
各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課

◆
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ

ま
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
旧
軍
人
軍
属
で

恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル

に
お
い
て
の
強
制
抑
留
者
お
よ
び

終
戦
に
伴
う
引
揚
者
本
人
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
過

去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等

を
受
け
た
人
、
書
状
等
の
請
求
を

し
な
か
っ
た
人
も
対
象
で
す
。

請
求
期
間

平
成
�1
年
�
月
�1
日
ま
で

※
既
に
請
求
し
た
人
は
、
再
度
請

求
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

請
求
書
類
は
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
ま
た
は
福
祉
事
務
所
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業

特
別
基
金

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
（
2
3
4
）
9
3
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.heiw

a.go.jp

・特別弔慰金 ・特別給付金 ・特別慰労品

福祉事務所◎

23 ●広報うんぜん
平成19年６月



お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課6月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に
受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申し込みをした人を優先し
ます。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。ご不明な点がありましたら、事前に連絡
をお願いします。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場

6日（水）

14日（木）

15日（金）

20日（水）

27日（水）

28日（木）

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

15日（金）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

17日（日）

18日（月）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

午後12：30～2：30

午後1：00～2：30

午後1：00～2：30

午後12：30～2：30

午前8：30～10：00

午前8：30～10：00

午前8：30～11：00

午前8：30～11：00

午前8：30～9：00

午後1：00～1：30

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

南本町公民館（小浜町）

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3か月～6か月未満

生後3か月～90か月未満

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検診

前立腺がん検診

※総合健診

・基本健康診査

・胸部レントゲン検査

・胃がん検診

・腹部エコー検査

・大腸がん検診

・前立腺がん検診

胃がん検診

腹部エコー検査

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

40歳以上の市民

※胸部レントゲン検査

は39歳以下の希望者

も受診できます

40歳以上の市民

※事前に申込みをして

いる人

40歳以上の市民

BCG・ポリオ集団予防接種

健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

《子宮がん検診》
20歳以上の女性
《乳がん検診》
40歳以上の女性
《骨粗しょう症検診》
40・45・50・55・60・
65・70歳の女性

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

愛野・

千々石

国見

瑞穂・

吾妻

小浜・

南串山

瑞穂・吾妻

愛野・千々石

小浜・

南串山

愛野

千々石

赤ちゃん

健康相談

1歳6か月児

健康診査

3歳児

健康診査

2歳児親子

歯科健康診査

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

H17年9月～11月生

H17年10月～11月生

H15年10月～11月生

H16年9月～10月生

H16年7月～10月生

23日（土）

5日（火）

7日（木）

12日（火）

13日（水）

19日（火）

28日（木）

26日（火）

14日（木）

午後1：00～1：15

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

吾妻保健センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と3歳児健診・2歳児親子歯科健診の対象者には、健康づくり課から通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

　全国では、毎年、新たにエイズ感染者や患者が1,000人を超えている現状です。
エイズは誰でも感染する可能性があり、早期発見し治療すると発症が抑えられ
る病気です。早期発見するためにはまず検査を受けることが大切です。
保健所では、無料・匿名でエイズ検査を行っています。
この機会に、一度エイズ検査を受けませんか？
場　　所：県南保健所（島原市新田町347-9）
受付時間：●通常検査　９：00～17：30
　　　　　●夜間検査　17：30～19：00
検 査 料：無料
内　　容：受付（問診）→説明・相談→採血（8cc）
検査結果：1週間～10日後にわかります
スタッフ：医師、保健師
予　　約：プライバシーを守るために事前予約（電話等にて）が必要です。
他の検査：クラミジア検査、C型肝炎検査もできます。

愛の献血をお願いします！
あなたの献血が、患者さんの
生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご
協力ください。

6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。
～あなたもエイズ検査を受けてみませんか？～

《吾妻町》　雲仙市役所

午前9：00～11：30

午後12：30～3：30

午前9：00～12：00

午後1：00～3：30

15日（金）

29日（金）

《国見町》　国見町文化会館

献血

詳しくは、県南保健所　健康対策班（☎0957-62-3287）までお問い合わせください。
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お問い合わせ

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課6月

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に
受診できる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に総合健診の申し込みをした人を優先し
ます。総合健診申込者には日付が入った通知書が届きます。
※総合健診以外については、事前に申し込みをしていない人も受診できます。ご不明な点がありましたら、事前に連絡
をお願いします。

事業名 対象者 日付 受付時間 会場

健診名 対象者 実施日 受付時間 会場

6日（水）

14日（木）

15日（金）

20日（水）

27日（水）

28日（木）

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

午後1：30～1：50

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

吾妻保健センター

南串山保健福祉センター

千々石保健センター

国見農村環境改善センター

15日（金）

17日（日）

18日（月）

19日（火）

17日（日）

18日（月）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

午後12：30～2：30

午後1：00～2：30

午後1：00～2：30

午後12：30～2：30

午前8：30～10：00

午前8：30～10：00

午前8：30～11：00

午前8：30～11：00

午前8：30～9：00

午後1：00～1：30

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

千々石保健センター

南本町公民館（小浜町）

BCG予防接種

ポリオ予防接種

生後3か月～6か月未満

生後3か月～90か月未満

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検診

前立腺がん検診

※総合健診

・基本健康診査

・胸部レントゲン検査

・胃がん検診

・腹部エコー検査

・大腸がん検診

・前立腺がん検診

胃がん検診

腹部エコー検査

子宮がん検診

乳がん検診

骨粗しょう症検診

40歳以上の市民

※胸部レントゲン検査

は39歳以下の希望者

も受診できます

40歳以上の市民

※事前に申込みをして

いる人

40歳以上の市民

BCG・ポリオ集団予防接種

健（検）診 （※年齢は平成20年3月31日現在の年齢です）

《子宮がん検診》
20歳以上の女性
《乳がん検診》
40歳以上の女性
《骨粗しょう症検診》
40・45・50・55・60・
65・70歳の女性

事業名 対象者地区 日付 受付時間 会場

愛野・

千々石

国見

瑞穂・

吾妻

小浜・

南串山

瑞穂・吾妻

愛野・千々石

小浜・

南串山

愛野

千々石

赤ちゃん

健康相談

1歳6か月児

健康診査

3歳児

健康診査

2歳児親子

歯科健康診査

パパママ教室 妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

（午前）1歳未満（H18年6月～H19年1月生）

（午後）H19年2月生

H17年9月～11月生

H17年10月～11月生

H15年10月～11月生

H16年9月～10月生

H16年7月～10月生

23日（土）

5日（火）

7日（木）

12日（火）

13日（水）

19日（火）

28日（木）

26日（火）

14日（木）

午後1：00～1：15

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午前9：30～10：30

午後1：30～1：45

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

午後1：00～1：15

愛野保健福祉センター

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

吾妻保健センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

愛野保健福祉センター

母子保健事業

☆赤ちゃん健康相談（午後）と3歳児健診・2歳児親子歯科健診の対象者には、健康づくり課から通知します。
☆パパママ教室・赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。

　全国では、毎年、新たにエイズ感染者や患者が1,000人を超えている現状です。
エイズは誰でも感染する可能性があり、早期発見し治療すると発症が抑えられ
る病気です。早期発見するためにはまず検査を受けることが大切です。
保健所では、無料・匿名でエイズ検査を行っています。
この機会に、一度エイズ検査を受けませんか？
場　　所：県南保健所（島原市新田町347-9）
受付時間：●通常検査　９：00～17：30
　　　　　●夜間検査　17：30～19：00
検 査 料：無料
内　　容：受付（問診）→説明・相談→採血（8cc）
検査結果：1週間～10日後にわかります
スタッフ：医師、保健師
予　　約：プライバシーを守るために事前予約（電話等にて）が必要です。
他の検査：クラミジア検査、C型肝炎検査もできます。

愛の献血をお願いします！
あなたの献血が、患者さんの
生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご
協力ください。

6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。6月1日～7日はエイズ検査普及週間です。
～あなたもエイズ検査を受けてみませんか？～

《吾妻町》　雲仙市役所

午前9：00～11：30

午後12：30～3：30

午前9：00～12：00

午後1：00～3：30

15日（金）

29日（金）

《国見町》　国見町文化会館

献血

詳しくは、県南保健所　健康対策班（☎0957-62-3287）までお問い合わせください。
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　ゴールデンウィークの恒例イベントとなった「モー
モーフェスティバルinみずほ」が、5月4日にみずほ
の森渓流公園で開かれました。
　消費者に酪農への理解を深めてもらい、牛乳の消
費拡大を図ることを目的としたこのイベントも、今
回で20回目を迎えました。
　残念ながらこの日は、朝から雨となりましたが、
市内外から多くの人が訪れ、乳搾り体験や子牛の体
重あてクイズ、もちまき、ニジマスのつかみ取りな
どを楽しんでいました。

うま〜い牛乳を、飲モ〜飲モ〜
モーモーフェスティバルinみずほ

　これまで13回にわたって開かれた「移動市長室」で意見交換した市民
などを集めた同窓会が、4月21日に国見農村環境改善センターで行われ
ました。
　会場には、参加者が持ち寄った特産品や郷土料理が並べられ、みんなで
味わいました。参加した人たちは、にぎやかな雰囲気の中で、市政に対す
る感想や今後の展望などについて、奥村市長らと意見を交換しました。

雲仙の味と一緒に、意見交換
移動市長室　同窓会

　5月3日に吾妻はた揚げ大会（吾妻町はた保存会主
催）が、また5月6日に愛のハタあげ大会（愛のまち
剣
けん

舞
ぼう

筝
そう

保存会主催）が行われました。
　どちらも多くのハタ揚げ愛好家や親子連れでにぎわ
い、大小さまざまなハタが大空に舞い上がりました。
　また、愛のハタあげ大会では、子どもたちを対象に
ジャンケンチャンピオン大会が行われ、優勝者には見
事な手作りのハタが贈られました。

健やかな成長を願って愛のハタあげ大会

↑おそるおそる牛の乳を搾ります

↑約70人が参加した移動市長室同窓会

吾妻はた揚げ大会

↑池の中を泳ぎまわるニジマスを追いか
ける子どもたち

↑牛さんとハイチーズ！

↑配られたハタを上手に揚げる子どもたち ↑青空に大きな剣舞筝が舞いました

●広報うんぜん
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　今年3月に着任された滕安軍（とう・あんぐん）駐長崎中国総領事
が4月12日、奥村市長を表敬訪問されました。
　奥村市長は、小浜町にある茶室「惜梅亭（せきばいてい）」に滕総
領事を招き、もてなしました。
　惜梅亭は、旧南高小浜町が当時国際姉妹都市を締結していたバンフ
の賓客を迎えるために建設したもので、本格的な数寄屋造りの茶室。
　滕総領事と奥村市長は、本格的な裏千家のお茶の振る舞いを受けな
がら歓談し、今後も長い友好関係を築くことを誓い合いました。

由緒ある茶室でおもてなし
滕駐長崎中国総領事　表敬訪問

↑クス玉割りなどで通水を祝う市長ら

↑金子知事に雲仙茶を振舞う長田会長

↓滕総領事から奥村市長に「兵馬庸」の置物が贈られました

↑企業の求める人材の育成を目指します

　瑞穂茶部会青年部（長田篤史会長）は4月17日、長崎県庁に
おいて、金子知事に雲仙茶を贈呈しました。
　今回の贈呈および試飲会では、雲仙茶の販路拡大とPRを兼ね
て、今年4月13日に摘み取った新茶を知事に贈呈し、試飲して
いただきました。また、雲仙茶の一番茶で作られた極上茶は、市
が優良商品と認めた「雲仙ブランド」にも認定されています。
　試飲した金子知事は、「雲仙茶はすっきりとしていて、おいしい」
と感想を述べられ、長田会長も「金子知事に雲仙茶の味を認めて
いただき、本当にうれしい」と笑顔でコメントしていました。

新茶の香りを楽しんでください
県知事に雲仙茶を贈呈

　雲仙市産業人材育成協議会の設立総会が、5月10日
に吾妻町ふるさと会館で行われました。
　総会では、奥村市長が会長に選出され、事業構想や
予算などの議案が承認されました。今後は、国の事業
採択を受けるため、地域再生計画や地域雇用創造計画
などの策定を行うことになります。

人材を育て、根付かせる環境を
雲仙市産業人材育成協議会設立総会

　瑞穂地区特定環境保全公共下水道事業の中核施設で
ある「瑞穂浄化センター」が完成し、4月23日に通水
記念式典が開かれました。
　式典には関係者約70人が出席し、用地の提供者な
どに感謝状が贈られた後、クス玉割りなどを行い、施
設の完成と供用開始を祝いました。

環境に配慮した浄化センターが完成
瑞穂浄化センター　通水記念式典
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　韓国の政財界関係者でつくる親睦団体「ハ
ンナ会」（李

イ

大
デ ス ン

淳会長）の25人と市民らに
よる日韓親善ゴルフ大会が、4月25日に雲
仙ゴルフ場で開かれました。
　地元住民などによる実行委員会が主催し
た大会では、計60人が青空の下でのプレー
を満喫。また、前日の24日には、雲仙観光
ホテルで歓迎レセプションが開かれました。

スポーツを通じて交流を深める
ハンナ会　日韓親善ゴルフ大会

　市と長崎大学環境科学部、県環境部による「雲仙Eキャンレッジプロ
グラム」の協定調印式が、4月27日に長崎大学で行われました。
　Eキャンレッジとは、エコロジー（環境保護運動）、キャンパス（大学）、
ビレッジ（地域）を合わせた造語で、大学の専門知識や技術を活用しな
がら、自然に優しいまちづくりに取り組むものです。市、県、長崎大の
三者は、大学や市民が一体となった環境教育研究や環境の特性に適合し
た持続可能な地域づくりの実践などの分野で連携・協力を図ります。

環境保護に向け、まちがキャンパスに
雲仙Eキャンレッジ三者協定

↑協定を締結し、握手する（左から）奥村雲仙市長、
　佐久間長崎大環境科学部長、中村県環境部長

　南島原市布津町にお住まいの林田秀晴さんが、島原半島内の神社の由緒、
由来をまとめた自身の著書「島原半島の神社を訪ねて」を市内のすべての中
学校に寄贈してくださいました。
　今後、地域学習などに有効に活用していきたいと思います。

島原半島の神社を訪ねて
市内の中学校に自身の著書を寄贈

↑認定書を手に市長と記念撮影

　市内で生産・製造・加工・水揚げされる優良な農畜水産物につ
いて認定する「雲仙ブランド」の認定書授与式が、4月16日に吾
妻町ふるさと会館で行われました。
　第1回目の認定商品となった8団体・18商品に対し、奥村市長
から各団体の代表に認定書が授与されました。今後、各団体では
商品に「雲仙ブランドロゴマーク」を張るなどしてPRし、市とし
ても積極的に広めていきます。
　認定品目と団体については、広報うんぜん4月号をご覧ください。

良質な産品をブランド化
雲仙ブランド認定書授与式

↑歓迎レセプションでは千々石中吹奏楽部が御神楽を披露↑日韓代表者による始球式
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まちのわだい

　吾妻工業団地で一般機械器具の設計・制作を手がける三
貴工業株式会社が、同工業団地に第二工場を立地すること
になり、4月27日に市と立地協定を結びました。市が行う
企業立地促進の奨励金制度を活用した企業誘致の初の事例
となります。
　雲仙の旅館東園で行われた
調印式では、奥村市長と染田
智明代表取締役社長がそれぞ
れ協定書にサインしました。
　また、5月10日には建設予
定地において起工式が行わ
れ、関係者が出席して、工事
の安全を祈りました。

吾妻工業団地に第二工場
三貴工業株式会社立地協定調印式

　小浜総合支所では、出生届を出した人に「わら草履」の贈呈を行ってい
ます。このわら草履は、寺田節生さん（小浜町）の手づくりのもので「子
どもが最初の誕生日を迎えるときの、餅ふませ（子どもの健やかな成長を
願う伝統行事）で使ってください」というご厚意により支所へ贈られたも
のです。
　届け出にこられた人も、思いがけないプレゼントに大喜びされています。

豊かな人生を送れるように
わら草履のプレゼント

　3月生まれの旺亮（おうすけ）ちゃん。
　「豊かな心を持って明るく育ってもらいたい」との
両親の願いが込められた名前です。
　徳永家の歴史も一歩ずつ着実に刻まれていきます。

待望のベイビー誕生!!
雲仙市第1号の夫婦となった徳永さん

　吾妻町田之平自治会（会長：西平究）では、公民館
落成を記念して行った運動会が始まりで、毎年開催さ
れ今回で25周年だとか。総数40世帯の全世帯総出で
行われ、お昼
は、旬の山菜
などの手作り
弁当で各家庭
の味での親睦
会も賑やかに
行われました。

まだまだ元気！これからも元気に！
田之平自治会（吾妻町）運動会

↑届け出にきたお父さんにわら草履をプレゼント

↑綱を引く手にも力が入ります

↑協定書を手に握手する奥村市長と染田社長（写真左） ↑起工式で鍬入れをする市長

平成17年
　11月号（創刊号）

29 ●広報うんぜん
平成19年６月



行政相談　6月の相談日

稲本相談員
城相談員

荒木相談員

田尻相談員
町田相談員
中村相談員
茂相談員

国 見 町
瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町
千々石町
小 浜 町
南串山町

4日（月）
4日（月）
6日（水）
20日（水）
15日（金）
11日（月）
5日（火）
12日（火）

国見総合福祉センター
雲仙社協瑞穂事務所

吾妻老人憩の家

愛野保健福祉センター
千々石総合支所相談室
小浜老人福祉センター
南串山総合保健福祉センター

9：00～12：00
9：00～12：00

13：30～16：00

13：30～16：00
13：00～16：00
13：00～16：00
13：00～15：00

相談員 地　区 日 場　　所時　間

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
平
成
1�
年

度
分
（
平
成
1�
年
�
月
分
〜
平
成

1�
年
�
月
分
）
の
免
除
申
請
受
付

は
�
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

で
、
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い

場
合
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
1�
年
度
分
（
平
成

1�
年
�
月
分
〜
平
成
�0
年
�
月

分
）
の
免
除
申
請
は
�
月
か
ら
の

受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
で
、
平
成
1�

年
度
に
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い

人
は
、
�
月
以
降
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
6
5

普
通
救
命
講
習
会
開
催

　

水
難
事
故
や
急
病
等
の
傷
病
者

に
対
し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
応
急
手
当
の
講
習
を
行
い

ま
す
。

内
容

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸
・

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
講
習

小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�
月
��
日
（
土
）

　

午
後
�
時
〜
10
時

愛
野
町
公
民
館

　

�
月
�1
日
（
土
）

　

午
後
�
時
〜
10
時

対
象
者　

個
人
・
各
種
団
体

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

各
会
場
�0
人
程
度

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小
浜
消
防
署

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
2
3
1

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

昭
和
�1
年
�
月
�
日
〜
平
成
�
年

�
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付
期
間

�
月
��
日（
火
）〜
�
月
�
日（
火
）

（
消
印
有
効
）

一
次
試
験
日　

�
月
�
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
（
全
職
種
）

☎
0
9
2
（
4
3
1
）
7
7
3
3

島
原
税
務
署
総
務
課
（
税
務
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
2
8
1

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課（
税
務
）

☎
0
9
2
（
4
1
1
）
0
0
3
1

（
内
線
2
1
1
7
、2
1
4
3
）

国
家
公
務
員 

　
　

 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験

　

人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、

�0
歳
代
の
人
を
対
象
と
し
た
国
家

公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

6月10日（日）
9：30～14：00

みずほすこやかランド
「ふれあい広場」にて

駐車場有（無料）　約100台

第22回

瑞穂特産品まつり
第22回

瑞穂特産品まつり

内　容
　メロン・スイートコーン・花・
ばれいしょ・各種野菜・お茶・
農産加工品・水産物などの瑞穂
の新鮮でおいしい農水産物の直
売と試食ができます。
問い合わせ
・瑞穂総合支所　産業建設課
・島原雲仙農協瑞穂経済営農セ
ンター　☎0957（77）2151
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●納期限は、7月2日（月）です

（口座引き落とし日は、4月25日（水）です）

6月は の納入月です。市県民税（1期）

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

受
験
資
格

昭
和
��
年
�
月
�
日
〜
昭
和
��
年

�
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付
予
定
期
間

�
月
��
日（
火
）〜
�
月
�
日（
火
）

試
験
日　

�
月
�
日
（
日
）

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
�
号
、

1
2
0
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て

先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、

「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
」
と
朱
書

き
し
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

係〒
8
1
2
―
0
0
1
3 

福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
�
―
11
―
1

☎
0
9
2
（
4
3
1
）
7
7
3
3

平
成
19
年
度
消
防
設
備
士
試
験

種
類　

甲
種
（
特
類
・
第
1
〜
�

類
）、
乙
種
（
第
1
〜
�
類
）

日
時　

�
月
��
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所

・
長
崎
市（
長
崎
大
学
経
済
学
部
）

・
佐
世
保
市
（
佐
世
保
工
業
高
等

学
校
）　

ほ
か

受
付
期
間

�
月
��
日（
月
）〜
�
月
�
日（
月
）

受
験
願
書
入
手
先

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
・
県

消
防
保
安
室
・
県
内
各
消
防
署

受
講
料

甲
種　

5
0
0
0
円

乙
種　

3
4
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部

☎
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

雲
仙
天
草
国
立
公
園
雲
仙
地
域

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

雲
仙
地
域
の
国
立
公
園
管
理
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
可
能
な
人

活
動
内
容

　

雲
仙
天
草
国
立
公
園
雲
仙
地
域

内
の
自
然
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
啓
発
活
動
・
清
掃
活
動
な
ど

募
集
期
限　

�
月
�0
日
（
土
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
、
報

酬
・
交
通
費
等
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
省
雲
仙
自
然
保
護
官
事
務
所

（
担
当
…
石
田
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
4
2
3

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

0
9
5
7
（
��
）
2
5
8
7

ホームページ登録者募集!!
雲仙まるごとネット（http://www.e-unzen.jp）

　雲仙市商工会では「雲仙まるごとネット」を開設しています。
市内各事業所からの情報に加え、サークルや街の情報も簡
単な操作でホームページに書き込みが出来るようになりました。
　そこで、市内各種の情報提供者を募集しています。商工会
会員をはじめ、農林漁業、文化・スポーツ等のサークル、自治
会、PTA、まちおこし団体等も登録が出来ます。

対象・負担金
雲仙市内に在住する次の人（代表者は20歳以上の社会人であること）
 ・ 雲仙市商工会の会員 無料
 ・ 農林水産業を営む事業者および団体 月額200円
 ・ 文化スポーツまちおこし等の団体・サークル 月額200円

（営利を目的としないものは免除）
※負担金は年度分を前払い

雲仙市を挙げて最新情報を提供し、産業や街の情報を全国に発信しましょう。
問い合わせ 雲仙市商工会 ☎0957（36）3911
 市役所商工労政課 ☎0957（38）3111

　今年創業50周年を迎える雲仙ロープウェイ
株式会社では、雲仙市民限定で往復料金の特
別割引を行っています。

父の日ウィーク2007
6月17日（日）～24日（日）
中学生以上　半額
小学生以下　無料

家族限定
割 引

※割引には住所確認をさせていただきます。
　住所が確認できるものか、このページをお持ちに
なって窓口に提示してください。
まだまだあります！
9月にも限定割引を予定しています。お楽しみに♪
　上記の日程以外にも通年で割引を行っています。
詳しくは、広報うんぜん4月号をご覧ください。
問い合わせ
　雲仙ロープウェイ株式会社　☎0957-73-3572

雲仙ロープウェイ雲仙市民限定割引雲仙市民限定割引
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月
火
水
木
金
土・日

のどの違和感

食道がんの手術

小児科への上手なかかり方

しみ、そばかす

ドメスティックバイオレンス、ガマンしないでまず相談

子宮筋腫を放置したらどうなるか

長崎県保険医協会

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます。

6月の健康テレホンテーマ

人口
男
女
世帯数

50,617人
24,011人
26,606人
16,435世帯

（－59）
（ －18 ）
（ －41 ）
（ ＋10 ）

4月末現在（住民基本台帳） （前月比）

平
成
19
年
度 

勤
労
者
福
祉
支
援
事
業
募
集

　

県
内
の
中
小
企
業
等
で
働
く
勤

労
者
及
び
そ
の
家
族
の
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
勤
労
者
福
祉

支
援
事
業
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

事
業
の
内
容

就
業
規
則
作
成
・
改
正
支
援
事
業

企
業
内
等
研
修
会
開
催
事
業

勤
労
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

助
成
限
度
額　

対
象
経
費
総
額
の

�
分
の
1　

限
度
額
10
万
円

申
請
書
提
出
期
限

�
月
�1
日
（
火
）

申
請
書
入
手
先

㈶
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業
団
事

務
局
・
長
崎
県
県
北
振
興
局
労
政

課
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.pref.nagasaki.jp/rousei/

sienjigyo.htm
l

か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

㈶
長
崎
県
勤
労
者
福
祉
事
業
団
事

務
局

☎
0
9
5
（
8
9
5
）
2
7
1
6

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学

校
専
攻
科
学
生
募
集

募
集
人
員

機
械
工
学
専
攻　
　
　

�
人

電
気
電
子
工
学
専
攻　

�
人

物
質
工
学
専
攻　
　
　

�
人

選
考
日
時

・
学
力
に
よ
る
選
抜
（
前
期
）

�
月
��
日
（
火
）

（
出
願
期
間　

�
月
�
日
（
月
）

〜
�
日
（
月
）
必
着
）

・
学
力
に
よ
る
選
抜
（
後
期
）

・
社
会
人
特
別
選
抜

11
月
��
日
（
土
）

（
出
願
期
間　

11
月
�
日
（
月
）

〜
�
日
（
金
）
必
着
）

問
い
合
わ
せ

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

☎
0
9
5
6
（
��
）
8
4
1
8

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
1�
年
度

第
�
学
期
入
学
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
学
生　

教
養
学
部
、
大
学
院

願
書
受
付
期
間

�
月
1�
日（
金
）〜
�
月
1�
日（
水
）

入
学
日
（
授
業
開
始
）

10
月
1
日
（
月
）

放
送
大
学
の
特
徴

・
働
き
な
が
ら
自
宅
等
で
学
習
が

で
き
、
大
学
卒
業
の
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

・
学
び
た
い
科
目
を
1
科
目
か
ら

で
も
学
習
で
き
ま
す
。

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

授
業
の
視
聴
方
法

・
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
視
聴

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴

・
各
地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
視
聴

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
5
（
8
1
3
）
1
3
1
7

危険です。迷惑です。
　　　　車の不正改造。
6 月は不正改造車排除強化月間

　暴走行為や過積載等を目的とした不正改造車
は、安全を脅かし道路交通の秩序を乱すととも
に、排出ガスによる大気汚染、騒音等の環境悪
化の要因となっています。
　このため、車両の安全確保・環境保全を図る
ことにより、みなさんの安全安心の確保を確実
に実現するため、「不正改造車を排除する運
動」が全国的に実施されます。
　この機会に、不正改造の防止についての理解
を深め、その排除にご協力ください。

問い合わせ　九州運輸局 長崎運輸支局 整備課
☎095（839）4749

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
－いじめの問題、不登校、その他の教育相談－

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

－虐待、養護などの通報・相談－

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
くろう  な く し な な や み 言おう

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）
教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会
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3日

10日

17日

24日

よ こ た 医 院

ひ ら ゆ 医 院

永 吉 医 院

副 島 内 科 ク リ ニ ック

安 藤 病 院

く さ の 循 環 器 内 科

有 明 保 養 院

松 島 外 科

0957（77）2000

0957（74）5833

0957（38）2015

0957（74）3700

0957（38）2152

0957（37）6050

0957（36）0153

0957（74）4388

瑞 穂 町

小 浜 町

吾 妻 町

小 浜 町

吾 妻 町

千々石町

愛 野 町

小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

一
日
体
験
入
校

　

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
よ
う
に
一
日
体
験
入
校

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時　

�
月
11
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
�0
分
〜

　
　
　
（
午
前
�
時
�0
分
〜
受
付
）

場
所　

県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門

校
（
西
彼
杵
郡
長
与
町
）

対
象
者　

高
校
生
・
一
般

内
容

・
施
設
の
概
要
お
よ
び
教
科
内
容

の
説
明

・
施
設
お
よ
び
実
習
状
況
見
学

・
体
験
学
習

申
込
方
法　

高
校
生
は
学
校
を
通

じ
て
、
一
般
の
人
は
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
高
等
技
術
専
門
校　

企
画
広

報
室

☎
0
9
5
（
8
8
7
）
5
6
7
1

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
行
こ
う

◆
ヤ
マ
モ
モ
収
穫
＆
ジ
ャ
ム
作
り

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
自

生
し
て
い
る
ヤ
マ
モ
モ
を
収
穫
し

て
ジ
ャ
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

�
月
��
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
�
時

対
象　

小
学
�
年
〜
大
人

定
員　

1�
人
（
要
予
約
）

料
金　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
汚
れ
て
も

い
い
服
装
・
運
動
靴
・
筆
記
用

具
・
ナ
イ
ロ
ン
手
袋

申
込
方
法

�
月
�
日
（
木
）
※
消
印
有
効
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
て
申
し
込
み

（
抽
選
に
よ
り
決
定
）

◆
生
葉
染
（
藍
）
に
挑
戦

　

日
本
の
伝
統
的
な
藍
（
生
葉
）

を
使
っ
て
、
絹
の
ハ
ン
カ
チ
を
染

め
ま
す
。

日
時　

�
月
1�
日
（
月
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
�
時
�0
分

定
員　

1�
人
（
要
予
約
）

対
象　

小
学
�
年
生
〜
大
人

料
金　

1
千
円
（
材
料
費
込
み
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
汚
れ
て
も

い
い
服
装
・
運
動
靴
・
筆
記
用

具
・
厚
手
の
ゴ
ム
手
袋

申
込
方
法

�
月
��
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
に

て
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
5
7
（
��
）
5
0
1
0

労
働
相
談
の
ご
案
内

　

県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

解
雇
・
退
職
な
ど
の
労
働
条
件
や

労
使
関
係
な
ど
、
労
働
問
題
全
般

に
つ
い
て
、
働
く
人
・
経
営
者
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法

セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
、
電
話
相
談

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

○
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
労
働
相

談
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜

午
前
�
時
〜
午
後
�
時
��
分

○
弁
護
士
に
よ
る
労
働
相
談
（
セ

ン
タ
ー
へ
来
所
）

祝
日
を
除
く
第
�
、
第
�
水
曜

午
後
1
時
�0
分
〜
�
時
�0
分

（
職
員
に
よ
る
相
談
後
、
事
前
予

約
制
）

問
い
合
わ
せ

県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
（
7
8
3
）
2
5
8

（
携
帯
不
可
）

☎
0
9
5
（
8
2
1
）
1
4
5
7

第3回  平成新山絵画展
展示作品募集
第3回  平成新山絵画展
展示作品募集

あなたの作品を
　　雲仙岳災害記念館に
　　　　　　展示してみませんか？

展示期間　7月9日（月）～9月2日（日）
展示会場　雲仙岳災害記念館
　　　　　多目的ルーム
　　　　　（絵画展の入場は無料）
出品の要領
・雲仙普賢岳や平成新山にかかわ
りある絵画作品に限る
・油絵・水彩画・日本画・水墨
画・版画・ちぎり絵・切り絵な
ど、絵の種類は限定しない（大
きさは20号以下）
・作品は額装など展示できる状態
であること
・出品者は絵画グループメン
バー・一般個人・高校生等で、
作品は1人1点まで
・無審査とし、出品料は無料
作品搬入・搬出期間（各自）
　搬入　6月24日（日）～7月1日（日）
　搬出　9月  3日（月）～9月9日（日）
申込締切　6月20日（水）
申込方法
①作者名・住所・電話番号
②作品名・絵の種類・絵の大きさ
①・②を明記し、郵便・ファックス・メー
ル・持参により申し込んでください。グ
ループでの申し込みも歓迎します。
申し込み・問い合わせ
雲仙岳災害記念館（担当：吉田）
〒855-0879　島原市平成町1-1
電　　話 0957（65）5555
ファックス 0957（65）5550
電子メール yoshida@udmh.or.jp
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四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい

四季ゆたか
きらめく雲仙
ゆめみらい
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水無月
みなづき

無理みたいです。
バラの美しさを、文や写真でお伝えすることが。
一輪もいいですが、
束となったバラは特に美しいと思います。
是非、近くの花屋さんを、のぞいてみては。

6月17日は、父の日。

　写真の立石夫妻は、雲仙市内で唯一のバラ専業農家ですが、長崎県知事賞の受賞や
あらゆる大会での事例発表など、その経営実績についてはトップクラスと評価されて
います。
　バラに関するお問い合わせは、立石バラ園　雲仙市国見町神代
☎0957-78-1842　電子メール　nobures@mx.tiki.ne.jpまで

新規採用職員紹介
　4月1日付で新規採用となった職員を紹
介します。
　雲仙市職員となってまだわずかですが、
それぞれの部署で頑張っています。そんな
5人に抱負を語ってもらいました。

◎任期付職員
中山　　孝
（観光商工部理事）

　私の使命は一人でも
多くのお客様が雲仙市
に宿泊していただくこと
です。全力でこの大きな
課題に取組んでいます。

田中　ふじみ
（健康づくり課）

　保健師の田中です。
小浜町出身です。故
郷の皆さんの健康づく
りに貢献できるよう頑張
ります。

浦川　志穂
（保護課）
　福祉に携わる仕事
ができ、本当に嬉しく
思っております。丁寧
な対応を心がけて頑張
りますので、よろしくお
願い致します。

木本　真美子
（健康づくり課）

　管理栄養士の木本
です。4月に長与町か
ら雲仙市に移り住んで
きました。よろしくお願
いします。

前田　真也
（建築課）

　4月から建築課に配
属されました。
　これまでの経験を活
かし皆さんのお役に立
ちたいと思います。


